
 
 
 
 
去る７月５日、射水消防署、射水市医師会の医師や看護師の方々１２名を講師に招いて、２年生を対

象に「心肺蘇生法実技講習会」を行いました。心肺蘇生練習人形とＡＥＤを使用して救急車が来るまで

の応急手当の手順を学びました。実習後の感想の中から一部を紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

平成２４年７月９日 射水市立大門中学校 保健室発行 

僕は、１４歳の挑戦で消防署に行き、救命処

置について学びました。今日はそれを思い出す

よい機会でした。実際に倒れている人とは出会

いたくないけれど、胸骨圧迫などをして、少し

でも力になれるといいと思います。そのために

も、今日も気を抜かずに頑張りました。最後に

みんなの前で実技をしたのはとても緊張したけ

れど、しっかりできたのでよかったです。（１組） 

消防署の方は、簡単そうにやっておられたけ

れど、実際やってみるとすごく大変でした。特

に、胸骨圧迫は力がいり、スムーズにできませ

んでした。一人でするのはきついです。だから

こそ、大声で助けを呼び協力者を集めることが

大切だと思いました。もしも、人が倒れている

という場面に遭遇したら、これからは、逃げず

に協力しようと思います。とてもよい経験にな

りました。（１組） 

僕が今日の実技講習を受けて印象に残って

いることは、胸骨圧迫が思っている以上にとて

も難しいということです。５ｃｍ沈めるにはと

ても力がいるし、それを１分間に１００回以上

のペースで続けるのはとても体力がないと無

理だと思いました。この講習会では、心肺蘇生

をすることの大切さが分かり、とてもよい時間

になりました。（２組） 

初めて「心肺蘇生法」を体験しました。思っ

ていたよりも難しく、上手くできなかったこと

が多かったけれど、何とかやり遂げることがで

きました。今後、人が倒れるような場面に直面

した時、自主的に動けるかどうか自信がありま

せんが、今回の体験を生かし、命を救えるよう

に行動したいと思います。（２組） 

ＡＥＤの使い方や胸骨圧迫、人工呼吸のやり

方を教えていただき、そして貴重な体験ができ

てよかったと思います。大事だと思ったことは、

倒れている人を見つけたら大声で叫んで誰か協

力してもらうことだと思いました。もしもの場

面では、遠慮せず、恥ずかしがらずに協力した

いです。（３組） 

 僕は、人が倒れたときは絶対に助けられる

ようになりたいと思い、真剣に取り組みまし

た。焦って、胸骨圧迫のスピードが速くなり

注意されてしまいましたが、やり直してうま

くすることができました。代表者が実技をし

てくれたように、大きな声で、しかも正確に

して、もしもの時には倒れた人を救える人に

なりたいです。（３組） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

この講習会で一番思ったことは、命はとても

大事だということです。胸骨圧迫では、「強く、

速く、絶え間なく、自信をもって」やればうま

くできると思いました。この体験で学んだこと

はたくさんあったけれど、万が一の場合は、恥

ずかしがらずに自信をもってやりたいです。 
（４組） 

残念ながらＡＥＤを使うことはできなかっ

たけれど、たくさんのことを学ぶことができま

した。「大丈夫ですか。」と声をかける時や周り

の人の協力を求める時は少し恥ずかしかった

です。人工呼吸では胸が膨らむくらいに息を送

るのは大変で息切れしそうになりました。胸骨

圧迫でも胸が沈まず大変でした。家に帰っても

う一度、復習しようと思いました。（４組） 

僕は今日の体験を通して２つの大事なことを

学びました。１つはあわてないことです。あわ

てると周りの状況が読めなくなるからです。２

つ目は、大きな声を出すことです。大きな声を

出さないと周りの人に通じないからです。この

ことを守り、もしも自分がその場に立ち会った

ら、行動に生かしていきたいです。（５組） 

最初は、心肺蘇生法なんて簡単なことだと思

っていました。でも実際やってみると呼吸が入

らなかったり、胸骨圧迫の押す位置が違ったり

と、とても難しいものでした。でも、一生懸命

やったので「うまかったよ。」と言われた時は、

うれしかったです。将来、役立つことがあるか

も知れないので学習したことをしっかり覚え

ておきたいです。（５組） 

心肺蘇生に大切だと思うのは、思いやりの心

です。思いやりの心がないと人の命を助けるこ

となどできないと思います。実際、目の前で人

が倒れた場合、処置をすることはできないと思

いますが、自分には周りの人を呼ぶことくらい

はできます。周りの人に助けを求めて大切な命

を救いたいと思います。貴重な体験をさせてい

ただいたことに感謝しています。（６組） 

ＡＥＤを使ったり胸骨圧迫をしたりと、私に

とっては初めての経験でした。首を持ち上げる

のは気道を確保するためだということや圧迫

する手の位置などがよく分かりました。処置の

順序があやふやになり、とても難かしく、どれ

も上手にできませんでしたが、看護師の方が丁

寧に教えてくださったおかげで最後までやり

通すことができました。教えてくださった方々

に感謝します。（６組） 

「見て・聞いて・感じて」の３つは、人が息

をしているかを知る大切なことです。実習で

は、少し恥ずかしかったけれど、本当に人が倒

れていたら恥ずかしがらずにやろうと思いま

す。胸骨圧迫の位置は言葉で聞いただけでは分

かりませんでしたが、実際にやってみることで

よく分かりました。これらをするだけで人の命

が助かるのです。絶対に助けたいと思います。

いい体験ができてよかったです。（７組） 

最初、話を聞いていたときは簡単だと思って

いたけれども、実際グループに分かれて実習し

てみると、すごく難しかったです。胸骨圧迫の

手の位置や人工呼吸の首の角度、ＡＥＤのパッ

ドの貼るところなど難しく大変でした。特に私

は、人工呼吸がうまくできませんでした。万が

一の場合、私にはどれだけできるか分からない

けれど、「声をかける」「救急車を呼ぶ」「ＡＥ

Ｄを持ってくる」は実践したいと思います。人

の命に関わるとても大切なことが学べてよか

ったです。（７組） 


